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研究成果の概要（和文）：アフリカの熱帯雨林に共存するゴリラとチンパンジーのコミュニティ構造を低地と高
地で調査して比較分析した結果、標高の違いにより、ゴリラは集団サイズや構成、集団同士の関係、個体の集団
への出入り、コミュニケーション、個体の成長速度に、チンパンジーは集団のサイズ、遊動域の大きさ、個体の
分散に違いがあることが判明した。また、同所的に生息するゴリラとチンパンジーの間には、個体の分散の仕
方、個体の集団への出入り、コミュニケーション、攻撃性、ストレス、繁殖戦略、生活史に大きな違いがみら
れ、それらの違いが食性の大きく重複する両種が互いに出会いを避け、競合や敵対的交渉を抑えるように働いて
いることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We have investigated community structures of sympatric gorillas and 
chimpanzees at lowland and highland regions in Equatorial Africa, and found the altitudinal 
differences in group size and composition, inter-group relationships, immigration and emigration of 
individual, communication, growth speed for gorillas, and in group size, range size and individual 
dispersal for chimpanzees. We also found the marked differences in dispersal patterns, aggression, 
stress, reproduction and life history between gorillas and chimpanzees, which may mitigate increased
 competition between them with similar food preferences.

研究分野： 霊長類社会生態学

キーワード： ゴリラ　チンパンジー　コミュニティ　低地熱帯雨林　山地林　進化

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ゴリラとチンパンジーは人類にもっとも
近縁な類人猿で、人類発祥の地アフリカの熱
帯雨林に、人類の祖先と分岐した後も生息し
続けている。互いに対照的な社会構造をもち、
性の特徴もおおきく異なっているが、食性や
生態的特徴は類似している。これらの社会生
態特徴が、どのような環境条件や生活史の影
響を受けて進化してきたのか、今までよくわ
かっていなかった。それは、ゴリラとチンパ
ンジーのただ一種のみが生存している地域
でしか調査が行われてこなかったからであ
る。そのため、ゴリラとチンパンジーの異な
る社会特性は、異なる環境条件によって形作
られてきたと考えられてきた。しかし、21
世紀になってゴリラとチンパンジーが同所
的に共存している地域で調査が可能になる
と、両種が極めて類似した生態特徴を持ちな
がら共存していることが分かってきた。そこ
で、本研究は、両種が共存している地域で、
異なる環境条件をもつ 2 地域を選び、同じ環
境条件と異なる環境条件が両種の社会特徴
に与える影響を調べ、集団間の個体の移動や
繁殖構造を両種で比較することによって、ゴ
リラとチンパンジーのコミュニティが進化
してきた過程とその要因を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
アフリカの熱帯雨林に共存するゴリラと

チンパンジーのコミュニティの構造を、低地
の熱帯雨林（ガボン共和国ムカラバ国立公
園）と標高の高い山地林（コンゴ民主共和国
カフジ・ビエガ国立公園）で調べ、個体の分
散、コミュニケーション、繁殖戦略、生活史
の比較分析から、これらヒトに近縁な２属の
類人猿がいかにして共存しながら進化して
きたかを解明することを目的とした。また、
これらの特徴をゴリラやチンパンジーが共
存していない地域の特徴と比較し、同所的共
存が種分化に及ぼした影響についても考察
した。 

 
３．研究の方法 
低地のムカラバ国立公園、高地のカフジ・

ビエガ国立公園で、ゴリラとチンパンジーの
複数の群れを対象に、社会学的、生態学的資
料を収集し、合わせてDNAの資料を分析した。
両地域で気象観測を行うとともに、トランゼ
クトを設置して果実のフェノロジーや地上
性草本の密度を調べ、人付けした群れを追跡
して可能な限り直接観察した。GPS を用いて
1 日の遊動距離や月毎の遊動域を算出し、直
接観察や食痕、糞から食性を分析した。糞か
らは DNA やホルモンを抽出して、性別や血縁
関係、生理状態、ストレスレベルを判定した。
また、両地域では 10 年以上にわたりゴリラ
の人付けされた集団では群れへの個体の移
出入や出生、死亡などが記録されているので、
生活史の特徴を割り出し、長期調査が実施さ
れている他の地域と比較し、個体の成長や繁

殖における環境条件の影響を分析した。 
 

４．研究成果 
 まず、両地域ともにゴリラとチンパンジー
が持つ社会構造は、他地域と類似していて、
両種の間には普遍的な違いがあることが確
かめられた。ゴリラは単雄複雌の構成を持つ
まとまりの群れを作り、群れ同士はなわばり
を持たずに行動域を大幅に重複させている。
チンパンジーは複雄複雌の構成をもつ離合
集散性の高い群れを作り、群れ同士は互いに
敵対的で遊動域を一部重複させている。しか
し、低地のゴリラは高地に比べて 1日の遊動
距離が長く、遊動域が広い。これは低地に果
実の種類や量が多いためであり、低地のゴリ
ラが大きな果実を仲間どうしで分配すると
いう、高地には見られない行動も明らかにな
った。これらの環境条件は、低地で群れ同士
が頻繁に出会い、若いオスがときどき群れを
出入りするなど、高地にはない特徴を現出さ
せている。DNA の分析から低地ではオスが広
く移動し、高地ではメスが子連れで群れ間を
移動しているなど、異なる特徴が判明した。
また、低地のゴリラは高地に比べて 2年以上
成長が遅れることも明らかになった 
低地のチンパンジーは、蜂蜜を採取するの

に複数の道具を用い、小動物を棒で追い出す
など、高地には見られない行動を示した。ま
た、高地では成熟しても群れを離れずに出産
するメスがいるなど、他の地域にはめったに
見られない繁殖特徴が明らかになった。高地
では群れが小さく、遊動域も狭くて隣接する
群れとあまり接触していない。チンパンジー
の好む果実が小さな一次林に集中している
ことが、群れの遊動を左右する原因となり、
雌の群れ間の移動を妨げる要因となってい
ることが示唆された。 
 このように、本研究の分析の結果、低地と
高地の環境条件の違いがゴリラとチンパン
ジーで異なる特徴に変異をもたらしており、
それが両種の社会特徴の分化につながって
いることが明らかになった。まだ両種のコミ
ュニティ構造の全容や進化の過程が完全に
明らかにされたわけではないが、これまでの
成果を元に、ゴリラやチンパンジー、そして
人類の社会の多様性やその進化についてい
くつかの仮説をまとめ、論文、本にまとめる
とともに、学会で発表した。 
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